
（別紙） 

学校生活管理指導表記載のポイント 

（気管支ぜん息） 

 

○これまでの学校生活管理指導標は、小児気管支喘息治療・管理ガイドラ

インの「重症度分類」を用いていましたが、令和２年度より「コントロー

ル状態」で評価されることになりました。例えば、長期管理薬を使用しな

がら症状無く過ごしている場合、これまでは軽症持続型から重症持続型な

どの重症度として評価されていましたが、学校生活においては実際にどの

程度コントロールされているかどうか、が重要であるため、この場合は

「コントロール良好」になります。コントロール状態の評価は「小児気管

支喘息治療・管理ガイドライン 2020」に記載されている下記の表が参考と

なります。 

 

 

 

○学校生活上の留意点 A. 運動 の項で、｢強い運動は不可｣と記載せざる

を得ない重症例は、治療の見直しまたは専門施設へのご紹介をご考慮願い

ます。 

 

 


